
実家の茶の間
紫竹

新潟市地域包括ケア推進モデルハウス

新型コロナウィルス
感染防止を踏まえた



空き家を活用して

地域の宝になる。

新潟市と任意団体「実家の茶の間」の協働事業



ここにはサービスの利用者は

ひとりもいない。

いるのは“場”の利用者だけ。



何をしててもいい。

何もしなくてもいい。



人と人

人と社会

が、つながっている限り

生涯現役！



助けて！

と云える自分をつくる！

助けて！

と云い合える地域をつくる！



２
０
１
４
年
７
月

借
家
物
件
の
掲
示







２
０
１
４
年
１
０
月
開
業
に
向
け
て













住
民
と
行
政
等
と
の
組
織
の
違
い















































コ
ロ
ナ
前

















































玄
関
で
大
き
な
注
意
事
項
ポ
ス
タ
ー
が
迎
え
ま
す
。





玄
関
で
は
消
毒
除
菌
用
品
、
連
絡
先
参
加
証
、
筆
記
具



連
絡
先
参
加
証
と
注
意
書
き
を
渡
し
ま
す
。



最
初
は
、
連
絡
先
と
健
康
状
態
記
入
の
お
願
い



記
帳
台
で
連
絡
先
参
加
証
に
記
帳



さ
り
げ
な
い
会
話
か
ら
健
康
状
態
を
判
断



筆
記
の
難
し
い
人
へ
は
代
筆
で



歩
行
補
助
具
で
受
付
け
業
務



健
康
状
態
チ
ェ
ッ
ク
で
し
っ
か
り
検
温



検
温
も
楽
し
み
な
が
ら
遊
び
感
覚
で
。
体
温
は
色
で
表
示
。



マ
ス
ク
着
用
の
ま
ま
食
べ
ら
れ
る
食
品
と
し
て
飴
を
配
布



入
室
前
に
丁
寧
な
手
指
消
毒



筆
記
具
な
ど
小
ま
め
な
消
毒



廊
下
な
ど
に
も
消
毒
液
常
備





よ
く
触
る
机
の
裏
面
も
消
毒



外
へ
の
戸
を
開
放
し
て
常
時
換
気



外
へ
の
換
気
と
、
対
面
に
な
ら
な
い
よ
う
に
ソ
フ
ァ
を
配
置



玄
関
側
か
ら
見
た
机
の
配
置



奥
か
ら
玄
関
側
を
見
た
机
配
置
。
座
布
団
と
マ
ー
ク
で
誘
導



多
く
の
空
間
を
確
保
す
る
た
め
廊
下
も
椅
子
で
使
用



お
互
い
の
距
離
を
確
保
す
る
た
め
机
対
角
線
で
椅
子
配
置



会
話
だ
け
で
な
く
昼
寝
や
瞑
想
で
気
ま
ま
に
過
ご
し
一
体
感
を
楽
し
む



ゆ
っ
た
り
と
し
た
配
置
で
実
家
の
茶
の
間
に
い
る
安
ど
感



背
景
に
Ｂ
Ｇ
Ｍ
音
楽
が
流
れ
て
い
ま
す





ス
ク
リ
ー
ン
で
飛
沫
防
止
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